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森林観点での成果と課題
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森林は気候調整において重要な役割を果たしている

出典：The Unseen Effects of Deforestation: Biophysical Effects on Climate（2022）、Global Carbon Budget（2024）、IPCC AR6

◆気候・炭素調整において森林が果たす役割（⼀例）

1℃〜 12Gt 4Gt 10%
熱帯林が貢献する
世界気温における
抑制温度

森林が吸収する炭
素量は、中国の年
間排出量分に相当
（CO2換算）

森林破壊で放出さ
れる炭素量は、⽶
国の年間排出量に
匹敵（CO2換算）

森林破壊が世界の
GHG排出量に占
める割合

森林保全によるポジティブな効果 森林破壊によるネガティブな影響
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2030年に掲げる森林破壊ゼロから⼤幅に逸脱
◆森林破壊の規模、および2030年までの森林破壊ゼロ経路からの逸脱

出典： Forest Declaration Assessment 2025を基にWWFジャパンにて⼀部改訂（https://forestdeclaration.org/wp-content/uploads/2025/10/Assessment2025.pdf）

2024年における森林破壊：807万ha
2030年国際⽬標からの逸脱：63%

※昨年時点の45%から悪化

4.96

https://forestdeclaration.org/wp-content/uploads/2025/10/Assessment2025.pdf
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24の地域で破壊が深刻であり、約9割は熱帯林で発⽣

出典：WWF報告書「森林破壊の最前線（Deforestation Fronts）2021」、FAO「Global Forest Resources Assessment 2025」

森林破壊の88%は熱帯林で発⽣
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森林ファイナンスは不充分、かつ破壊的資⾦が圧倒的

出典：WEF「Investing in Forests: The Business Case」（2021）、UNEP「State of Finance for Forests 2025」（2025）

◆森林の経済価値および森林ファイナンスの理想と現状

推定 2050年
推定

2030年
推定

2023年
実績

破壊的な
補助⾦

（2023年）

森林保全に要する資⾦推定・実績（年間）

破壊的な産業
への⺠間資⾦
（2024年）

$150兆

150兆
ドル

$4980億

$3000億
$840億

（うち⺠間資⾦
は1割のみ）

$4060億

$9兆

森林破壊への資⾦実績（年間）

×3.6倍

森林の経済価値
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COP30は森林資⾦・⼈権の成果はあるが課題も多い

出典：WWFプレスリリース（2025）、COP30事務局発表資料（2025）、The Conversation紙（2025）

• アマゾン開催により、森林保全の必要性につ
いて象徴的なメッセージを発することを画策
していた

ベレン開催を通じたブラジルの狙い

先住⺠族の権利保護

熱帯林の減少抑制

気候変動の対策 ⽣物多様性の保全

森林保全

森林観点での成果と課題

• 2030年までの森林破壊ゼロ達成に向けた
ロードマップ策定はあいにく未達
 90カ国以上が賛同するも達成ならず
 COP31に向けてブラジルが議論をリード
する意向を発表

• TFFFの創設
• 森林破壊・⼟地転換フリーにおける
パイロットを通じた実証

• 歴代のCOP史上で最⼤の先住⺠族の参加
（900名）、政府間による権利保護コミット
メント（Land Tenure Commitment）の合意

詳細後述
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TFFFが創設され、初期資⾦として67億ドルを調達

出典：TFFF報道（2025）、TFFFコンセプトノートv3.1

53カ国からの賛同を得て、
67億ドル*の初期資⾦を調達

◆TFFFに関する概要
2023年のCOP28（ドバイ）でブラジル政府が提案し、
COP30で正式に⽴ち上げが⾏われた

背景

世界の熱帯・亜熱帯湿性広葉樹林（TSMBF）の
保全・回復を恒久的な形で財務的に⽀える

⽬的

1,250億⽶ドルを調達し、年間40億ドルを⽣み出す⽬標額
公的資⾦と⺠間資⾦のブレンデッドファイナンス（スポン
サー資本の250億⽶ドル＋債権発⾏の1,000億⽶ドル）

調達⽅式

調達原資の投資運⽤から得られる利息や収益部分を原資に、
予測可能・恒久的な⽀払いを⾏う

⽀払原資

「森林維持報奨⾦」として残存する森林（Standing
Forest）や再⽣林（Restored Eligible Forest）の⾯積を
ベースに毎年実施。⽕災劣化や森林損失の場合は減額

⽀払⽅法

熱帯林国に指定された国々（ブラジル、インドネシア、コ
ンゴ⺠主共和国、コロンビア、マレーシア、ガーナ等）

受益国

⽀払い全体の最低20%を先住⺠・地域コミュニティへ
直接分配する

先住⺠保護

⾃然再⽣に関する関連レポート：WWFジャパン：ネイチャー・ポジティブ実践の地ブラジルのアトラン
ティックフォレスト（https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/5246.html）

主な資⾦拠出国：
ノルウェー30億ドル、ドイツ10億ユーロ
ブラジル・インドネシア各10億ドル、
その他（ポルトガル、フランス、オランダ）

* 2025年11⽉22⽇ COP30終了時点

https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/5246.html
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⾰新的な特徴をもつ⼀⽅、運⽤を通じた改善が必要

• 炭素フローではなく森林ストックを対象
• 投資リターンを原資とした永続性の確保
• 「援助」ではなく「投資」によって途上国
からも資⾦を募る

• IPLCへ20%を分配、政府を介さずに資⾦を
受け取る仕組みを選択可能

出典： TFFFコンセプトノートv3.1、WWFプレスリリース（2025）

TFFFの代表的な特徴

• さらなる政府（⽇本を含む）からの資⾦拠出
• 投資における厳格なESG投資基準の採⽤

（例：負の除外リスト：⽯炭・⽯油・ガス・泥炭
燃焼）

• 「⼟地劣化」の範囲拡⼤（現状、⽕災のみ）

• 受益国の範囲拡⼤
（現状、森林破壊率0.5%以下を対象）

• 森林密度に応じた⽀払い⾦額の設定
（現状、樹冠率20-30%までを⼀律$4/haとしてい
るが、樹冠率50%以上は⽀払額を相対的に⾼める
など）、等

改善が期待される点

熱帯林国の
政府

グローバル
IPLC組織

各国
IPLC

TFFF
80% 20%

＜IPLCへの直接ファイナンスモデル＞
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森林破壊・⼟地転換フリーが実⾏可能であると実証

出典：WWF「Time to Act：Showcasing, Incentivizing and Upscaling Deforestation- and Conversion-Free Supply Chains（2025）」、PR Newswire記事

森林破壊・⼟地転換フリー（DCF）を実現した10の事例を
紹介するレポートを発⾏（25年11⽉）

中国が初めて、第三者認証によるDCF確認が
取れたブラジル産⽜⾁の輸⼊の実証に成功

資料リンク：https://wwf.panda.org/?15276466/
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ブラジル産⽜⾁の輸⼊解禁に際してDCF確認も必要
◆ルラ⼤統領による輸⼊解禁に向けたトップ外交

• 2025年3⽉、ルラ⼤統領が⽇本を国
賓訪問

• 2025-2030年のアクションプランが
採択され、今後両国外相間でフォ
ローアップすることが確認された

• その中に、ブラジル産⽣鮮⽜⾁の
約20年ぶりの輸⼊解禁が掲げられ
ている
世界動物保健機関（WOAH）は

25年6⽉、ブラジルが⼝蹄疫フ
リーな国であるとの認定を付与

⽇本政府は検疫調査団を現地へ
複数回にわたり派遣

出典：外務省報道（https://www.mofa.go.jp/mofaj/la_c/sa/br/pageit_000001_01745.html）

https://www.mofa.go.jp/mofaj/la_c/sa/br/pageit_000001_01745.html


参考：牧草地開拓はアマゾン・セラード破壊の主因

0.5% 1.7%

15.5%

82.3%

◆アマゾンの⼟地利⽤・被覆の状況（2022年時点）
⼤⾖畑

（⼤⾖モラトリアム違反）
⼤⾖畑
（⼤⾖モラトリアム遵守）

⾃然植⽣*

牧草地または
耕作放棄
による⼆次林

0.5% 1.7%

4億1800万
ha

3億4590万ha

6515万ha

703万ha25万ha

出典：Abiove（2024年）”Soy Moratorium Zero Deforestation in Amazon”、Serasa Experian S.A.（2024年）” Agribusiness. Soy Expansion Dynamics from 2014 to 2023”を基にWWFジャパン作成

11.7%
10.6%

9.8%

12.1%

3.6%

52.3%

◆セラードの⼟地利⽤・被覆の状況（2023年時点）

⾃然植⽣*

1億9845万
ha

1億0386万ha

⼤⾖畑

2315万ha

牧草地

2096万ha

綿・さとうきび等

1941万ha 耕作放棄地

2395万ha

保護区内711万ha

Nature紙の論⽂：
アマゾン森林破壊の
不可逆的な臨界点は20%
（＝Tipping Point）

11
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参考：ブラジル領内アマゾンにおける森林破壊の推移
◆ブラジル領アマゾンにおける森林破壊の推移

出典： INPEデータを集計したMongabay記事より引⽤（https://news.mongabay.com/2023/11/deforestation-in-the-brazilian-amazon-falls-22-in-2023/）

⼤⾖モラトリアム
適⽤開始

ルラ⼤統領（第三次政権）：
2030年までの森林破壊ゼロを公約

• 2008年の⼤⾖モラトリアム*適⽤
開始により、ブラジル領内アマゾ
ンの森林破壊は⼤幅に減少

• ボルソナロ政権中の負の施策（環
境保護機関の予算カット、違法伐
採の罰⾦削減、保護監視スタッフ
の解雇）により⼀時増加

• 2023年、ルラ⼤統領が再任され森
林破壊は反転し減少

凡例：各期間の政権

* ⼤⾖モラトリアム：2006年に開始された企業による⾃主的取り組みで、ブラジルの主要⼤⾖取引企業（Cargill、Bunge、ADM等）が「2008年7⽉以降
にアマゾンで伐採された⼟地で⽣産された⼤⾖を買わない」旨を約束。各州で署名企業に対する税制優遇が法制化

[km2]

https://news.mongabay.com/2023/11/deforestation-in-the-brazilian-amazon-falls-22-in-2023/
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⽣産地をトレースし、森林破壊リスクの確認が必要

• 気候ｘ⽣物多様性の勉強会
第三弾を11⽉に実施

• 森林破壊ゼロの確認に必要
となる⼿順およびデータを
説明

• 農畜産コモディティにおけ
る森林破壊リスクの確認を
する上で参考としていただ
きたい

当⽇の動画・資料：
https://www.wwf.or.jp/activities/activity/6136.html

◆森林破壊ゼロの確認に関する勉強会の開催

https://www.wwf.or.jp/activities/activity/6136.html
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本資料に関するお問い合わせはこちらまで：
WWFジャパン 森林グループ forest@wwf.or.jp
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